
特色ある文化祭10月30日は町内各ノ」￥学校で文化祭が行われました。どの学校も

にぎやかで楽しいものでした。学校が地域の文化を担い￥地域を活性化させている

場でもあることを実感しました。

灘

灘雛
纏
、
、

轡
　
撫

鑛麟馨

▲松代小「きらきら松代っ子」

作品展示と地域の方の協力で7つの体験コーナー、写真はわら

ぞうりづくり。このほか、リースやおし花、どれも好評でした。・

1〉孟地小「いきいき伊沢っ子祭」

伊沢和紙の卒業証書作成過程などの作品展示や地域の方

の応援でもちつき。また、児童の作ったゲームで父兄も

楽しみました。

▲奴奈川小「奴奈川だいすき祭」

劇に喫茶やバザーと、楽しいにぎやかな

文化祭。等身大の作品も登場、これには

皆さん驚いていましたが「かわいい」と

いう声しきりでした。

インフルエンザに備えて予防接種を受けましょう。

平成9年末から旬年の春にかけてのイ

ンフルエンザウイルスによる患者数は、

肇27万人でした。この10年間でもっとも流

行しました。

　また、今年の春にかけては、お年寄り

の集団発生やインフルエンザの合併症に▲元気晴て幼騨級r第胴すくすく鍵、

より乳幼児が命を落したケースが大きく朋20購粧欝習センターに齪のときの

　　　　　　　　　　　　　　1枚。伺教室、12月15日はクリスマス会です。
取り上げられました。

今年の冬もインフルエンザの流行に備え、予防接種を受けるほか、

乳幼児は脳症や脳炎の危険もありますので、病院で受診するなど日

ごろの対策が重要です。

主
な
内
容

口・マン24耐久リレーマラソン…②③

高校に中学生が1日体験入学㌦一④⑥

大会記録ほか一・・一一一・…………⑥⑦

里創プラン・介護保険ほか……一⑧⑨

東京発・文芸・松代の自然…一⑩0

町の情報・ふるさと見て歩き…⑫⑬

みんなよく見てね・お知らせ…⑭⑲



遜

第9回
『ロ・マン24耐久リレーマラソン』

松代高校3年生中心の

『自称弱小、川合克彦、逆走1

　　　　　　　　雨の中もダッシ

　
今
年
で
第
9
回
目
と
な
っ
た
「
ロ
・

マ
ン
2
4
。
m
松
代
　
2
4
時
間
耐
久
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
」
が
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
4
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
関
谷
町
長
は
「
松
代

で
2
4
時
間
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
仲
間
と
の
友
情
と
1
年
振

り
に
会
う
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
交

流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

優勝した「自称弱小、川合克彦、逆走で爆笑」チーム

手前左から、川合先生、村山、羽鳥、佐藤、柳、石塚

後列右から、小堺、高澤、池田（敦）、茂野、松沢、池田（渉）

何
よ
り
も
無
理
を
し
な
い
で
完
走
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
」
と
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
0
月
2
日
正
午
に
ス
タ
ー
ト
し
3

日
正
午
ま
で
走
り
、
雨
を
も
の
と
も

せ
ず
に
…
…
周
を
走
り
き
っ
て
、
見
事

優
勝
し
た
の
は
、
地
元
松
代
高
校
の

「
自
称
弱
小
、
川
合
克
彦
、
逆
走
で

爆
笑
」
チ
ー
ム
で
し
た
。
以
下
順
位

は
表
の
と
お
り
で
し
た
。

優
勝
f
ン
タ
じ
ユ
ー

高
澤
和
裕

「
一
位
に
な
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

来
年
も
走
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す

が
、
み
ん
な
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」

　
池
田
渉

「
み
ん
な
1
周
ず
つ
交
替
で
走
り
ま

し
た
。
夜
の
雨
は
辛
か
っ
た
で
し
た
。
」

　
村
山
貢

「
天
気
が
悪
か
っ
た
け
ど
、
み
ん
な

が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
食
事
当
番

が
い
て
く
れ
た
の
で
、
お
い
し
い
食

事
が
で
き
ま
し
た
。
で
も
、
朝
方
4

時
頃
は
、
き
つ
か
っ
た
で
し
た
。
」

　
松
沢
隆
幸

「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
辛
か
っ
た
で

し
た
。
で
も
、
自
分
を
信
じ
て
走
り

ま
し
た
。
」

　
池
田
敦

「
だ
い
ぶ
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
後
半
は
し
ん
ど
か
っ
た
で
し
た
。

あ
と
雨
に
は
参
り
ま
し
た
。
う
ど
ん

や
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
走
り
ま
し
た
。
」

　
茂
野
収

「
県
縦
断
駅
伝
に
出
場
し
て
そ
の
ま

ま
走
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
以
外
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
人
が
い
て
く

れ
て
、
み
ん
な
が
走
れ
た
と
思
い
ま

す
。
あ
と
、
高
校
の
友
人
や
学
校
の

先
生
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
、

差
し
入
れ
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
、

心
強
か
っ
た
で
し
た
。
今
回
応
援
し

て
く
れ
た
後
輩
か
ら
も
、
ま
た
来
年

以
降
出
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

　
羽
鳥
一
徳

「
結
構
疲
れ
ま
し
た
。
夜
中
は
寒
く

て
、
雨
で
身
体
は
ぬ
れ
る
し
、
休
む

時
間
は
少
な
い
の
で
、
つ
ら
か
っ
た

で
し
た
。
で
も
、
最
後
の
1
周
は
力

が
入
り
ま
し
た
。
」

　
石
塚
和
昭

「
今
回
サ
ポ
ー
ト
に
回
り
ま
し
た
。

食
事
づ
く
り
も
し
ま
し
た
が
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
大
変
で
し
た
。
」

　
小
堺
隆
志

，
「
わ
た
し
も
、
サ
ポ
ー
ト
の
方
で
す
。

走
る
み
ん
な
を
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

の
が
大
変
で
し
た
。
終
わ
っ
て
み
て
、

み
ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
れ
た

か
ら
こ
そ
優
勝
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
」

　
柳
　
一
樹

「
も
う
膝
が
ガ
タ
ガ
タ
で
す
。
寝
て

い
な
い
の
で
、
眠
い
で
す
。
印
象
に

残
る
の
は
テ
ン
ト
の
中
で
の
こ
と
で

2



す
。
声
を
か
け
あ
っ
た
り
と
、
楽
し

か
っ
た
で
し
た
。
」

　
佐
藤
剛
史

「
目
標
は
脳
周
で
し
た
。
結
果
は
醒

周
だ
っ
た
の
で
、
残
念
で
し
た
。
雨

と
い
う
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
悪
さ
も

あ
る
け
ど
、
自
分
で
足
を
引
っ
張
っ

て
し
ま
っ
た
か
な
。
例
え
ば
、
2
0
歳

の
記
念
に
走
る
と
す
れ
ば
…
、
そ
の

と
き
は
、
大
丈
夫
で
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
走

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T

第9回　24時間マラソン最終周回記録

　
監
督
で
自
身
の
名
が
チ
ー
ム
名
で

あ
る
川
合
先
生
か
ら
一
言

「
2
4
時
間
走
る
と
い
う
の
は
、
大
変

な
こ
と
で
す
ね
。
生
徒
よ
り
歳
を
と
っ

て
い
る
分
疲
れ
ま
し
た
。
足
に
負
担

が
か
か
り
ま
し
た
。
優
勝
し
た
の
は
、

生
徒
に
助
け
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
自
身
は
、
今
年
で
5
回
目
の

参
加
で
す
。
昨
年
は
違
う
チ
ー
ム
で

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
わ
た
し
が
率

い
る
チ
ー
ム
は
み
ん
な
足
が
速
い
の

で
、
今
度
走
る
と
き
に
は
仲
間
に
入

れ
て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
優
勝
し
、
し
か
も
楽
し
い
大
会

で
し
た
。
」

．
T
E
P
C
O
激
走
会

　
　
　
通
算
3
干
キ
。
走
破
で
表
彰

「
第
1
回
か
ら
出
場
し
て
い
ま
す
。

当
時
3
0
歳
代
が
大
半
、
今
4
0
か
ら
5
0
に

届
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
メ

ン
バ
ー
5
人
が
今
回
走
っ
て
い
ま
す
。

9
年
た
っ
た
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
」
（
荒
井
俊
夫
さ
ん
談
）

　
今
回
の
成
績
は
、
第
3
位
で
し
た
。

　
今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
を
残

し
て
終
わ
り
ま
し
た
。
来
年
は
、
第

10

回
大
会
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
松

代
で
会
い
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
轍
　
難
『

》
　
命
　
，

＿講一灘嚢麟
臨　灘
毒

ー
．
畿慧

小千谷土木事務所チーム

灘騰難i 嚢i嚢繍i叢難i

1 38 目称弱ノ」＼川合克彦、逆走で爆笑 松代町 174 370．62

2 7 東芝柏崎 柏崎市 170 362．90

3 41 TEPCO激走会 柏崎市 158 337．64

4 13 加茂市役所 加茂市 149 318．17

5 37 宇都宮駅伝部 十臼町市 146 312．98

6 23 高橋組ランナーズ 松之山町 144 307．62

7 29 ランニングスピリッツ妙高 妙高村 143 304．59

8 6 過激クラブ・柏崎刈羽 柏崎市 142 304．16

9 11 河村ランニングクラブ 新潟市 140 299．60

10 2 上越市安江走ろう会 上越市 139 297．67

11 34 新潟士木”がッツだぜ” 新潟市 139 297．02

12 44 県職中魚走遊会 十臼町市 137 293．71

13 25 新潟合庁さわやかランナーズ 新潟市 133 283．59

14 39 Oh1ファイト奴奈川 松代町 132 281．46

15 24 頸城走遊会 頸城村 131 279．93

16 32 中頸城走遊会A 上越市 131 279．43

17 26 相川ランナーズ再び 相川町 130 277．00

18 43 東電環境マラソン部 柏崎市 130 277．00

19 22 青山MCC 柏崎市 129 275．57

20 31 ルーラルランナーズ 新潟市 129 274．97

21 3 じよんのび　ドボツキー 柏崎市 129 274．77

22 21 N　T　T「前へすすむ会」 上越市 128 273．04

23 9 T・Y・O 松代町 127 271．81

24 18 富士通機電 新潟市 127 271．71

25 5 松代分所ブーメランズ 松代町 127 271．61

26 42 TEpco激走会　P∂rt2 柏崎市 126 268．68

27 19 小干谷士木事務所・小出分所 小出町 126 268．38

28 15 Lively　TAISEl走ろう会 新潟市 125 266．55

29 36 TEAM町役場 松代町 124 264．72

30 33 朱鷺の里をさわやかに走る会 新穂村 124 264．22

31 30 酒RUN24 妙高村 124 264．12

32 10 TOSYSランナーズ 新潟市 123 262．09

33 17 TEAMひとり娘 巻　　町 120 255．60

34 45 ヒメリバーRC 糸魚川市 117 251．11

35 35 浦田走るべえ～ 松之山町 116 248．78

36 8 しあわせ爆走計画 十日町市 115 246．65

37 14 P－Kan 中条町 112 240．56

38 20 98”アツブ三和” 三和村 112 239．86

39 46 骨髄バンク＆マルク’S 村上市 112 238．56

40 40 チーム’94 浦川原 111 236．83

41 16 柏崎高等学校体育科 柏崎而 110 234．50

42 28 IRONBUTT 松代町 109 232．17

43 47 B・B・Cへ一ンズ 松代町 106 227．18

44 12 ごめんよ☆田さん 新潟市 106 226．28

45 27 和鼓走会 高柳町 105 225．15

46 4 小干谷士木事務所 小干谷市 101 214．83

47 48 松代町商工会青年部 松代町 94 200．22

48 49 M・V・K 松代町 82 175．86

こ
ち
ら
も
が
ん
ば
り
ま
し
た

秋
風
と
声
援
を
受
け
の
の
ロ
マ
ン

町内

小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
1
0
月
認
日
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
第
3
回
松
代
町
小
学
校
親
善
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
1
年
男
子
薯
キ
q

①
柳
遼
太
（
孟
地
）
②
佐
藤
売
太
（
孟

地
）
③
関
谷
友
明
（
松
代
）
④
松
山

光
　
（
孟
地
）
⑤
柳
将
吾
（
奴
奈
川
）

⑥
小
堺
裕
介
（
奴
奈
川
）

▽
毒
年
女
子
霊
♂

①
山
本
栞
（
孟
地
）
②
関
谷
唯
（
松

代
）
③
柳
ま
ど
か
（
孟
地
）
④
柳
沙

綾
果
（
孟
地
）
⑤
斉
木
優
（
孟
地
）

⑥
柳
由
紀
（
孟
地
）

鷺
2
集
男
子
1
詩

①
相
沢
祐
樹
（
松
代
）
②
五
十
嵐
羊

太
（
松
代
）
③
松
幽
拓
也
（
孟
地
）

④
井
上
友
貴
（
松
代
）
⑤
市
川
銀
次

（
松
代
）
⑥
高
橋
健
斗
（
松
代
）

▽
2
年
女
手
響
請

①
秋
山
美
幸
（
松
代
）
②
寺
崎
由
美

（
松
代
）
③
佐
藤
千
紘
（
奴
奈
川
）
④

穣
澤
柚
葉
（
松
代
）
⑤
率
沢
里
奈
（
奴

奈
姻
）
⑥
中
澤
優
子
（
奴
奈
川
）

▽
3
年
男
子
2
謎

①
長
谷
測
和
毯
（
松
代
）
②
高
橋
大

（
松
代
〉
③
室
岡
優
紀
夫
（
松
代
〉
④

柳
凌
（
孟
地
〉
⑤
柳
真
理
（
松
代
〉

⑥
関
谷
建
太
（
松
代
）

▽
3
年
女
子
2
キ
。

①
小
嶋
な
つ
み
（
孟
地
）
②
市
川
正

恵
（
松
代
）
③
中
村
江
美
香
（
松
代
）

④
柳
さ
を
り
（
孟
地
）
⑤
五
十
嵐
さ

く
ら
（
松
代
）
⑥
関
谷
水
希
（
松
代
）

▽
4
年
男
子
2
キ
。

①
小
堺
雄
太
（
松
代
）
②
駒
形
知
彦

〈
松
代
）
③
五
十
嵐
春
彦
（
松
代
）
④

関
谷
綾
（
松
代
〉
⑤
柳
太
志
（
松
代
）

⑥
相
沢
健
太
（
松
代
）

▽
4
年
女
峯
2
キ
。

①
関
谷
絵
梨
（
松
代
）
②
石
田
沙
織

（
孟
地
）
③
山
岸
玲
子
（
松
代
）
④
柳

真
奈
美
（
松
代
）
⑤
小
堺
真
央
（
奴

奈
川
V
⑥
市
川
麻
美
（
松
代
）

▽
5
隼
男
子
3
キ
隣

①
五
十
嵐
太
博
（
松
代
）
②
井
上
智

晴
（
松
代
）
③
鈴
木
寛
也
（
松
代
）

④
市
川
賢
司
（
松
代
）
⑤
萬
羽
智
雄

（
松
代
）
⑥
高
橋
孝
太
（
松
代
）

▽
5
年
女
子
3
ギ
。

①
樋
口
友
佳
子
（
松
代
）
②
佐
藤
杏

美
（
松
代
）
③
中
村
道
恵
（
松
代
）

④
高
橋
い
つ
か
（
松
代
）
⑤
柳
鮎
美

（
松
代
）
⑥
鈴
木
彩
（
松
代
）

▽
6
年
男
子
3
計

①
若
井
光
男
（
松
代
）
②
小
堺
里
志

（
松
代
〉
③
鈴
木
康
彦
（
松
代
）
④
池

田
正
太
（
松
代
）
⑤
斉
本
重
樹
（
孟

地
）
⑥
斉
木
明
穂
（
孟
地
）

▽
6
年
女
子
3
詩

①
小
嶋
ち
え
み
（
孟
地
）
②
山
賀
陽

子
（
松
代
）
③
樋
口
沙
織
（
松
代
〉

④
五
＋
嵐
里
花
（
松
代
）
⑤
鈴
木
静

（
松
代
）
⑥
斉
木
智
美
（
奴
奈
斑
）
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　　　　　　　　　》　ヤ　懸，

　　　　　麟響翻羅

　10月24日、早稲田大学キャンパスで行われた校友会

「ホームカミングデー」に全国の自治体から唯一当町

と山形県高畠町が参加し、町のP　Rと特産品の販売を

行いました。

　同大学では、卒業後一定期間経過した人が大学に集

まり、交友を深める「ホームカミングデー」を毎年行っ

ています。今回は25年、35年、45年、50年目の卒業生

の校友会が行われ、全国から1万人が集りました。

　また、会場には早稲田大学協力会の木戸一之さんの

ほか、元大学総長の清水司さんなど多くの松代とゆか

りのある方の訪問を受けていました。

　参加した柳和美さん（松代）は「こうしたイベント

にはじめて参加しました。松代の味覚を喜んでもらい、

また来年も参加してみたいです」と話していました．

　この冬も雪掘りボランティアが計画されています。

松代が学生にとっても心のふるさととなりつつある昨

今、これからの交流が楽しみです。

◎参加いただいた方（敬称略順不同）小堺清、小堺順

子、小堺春夫、小堺幸子、瀬沼洋子、小堺美代子、柳

和美

くご協力ありがとうございました＞

働
』
、

雛

晦
．
、

響
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
試

　
　
　
　
　
　
　
ー
肇
！
療

　
　
　
　
　
　
　
、
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

φ

臨
醗麹巌薩巖軸
團甑一甲

　9月28日、来春受験を控えた中学生の進路の参考に

してもらおうと、県立松代高校で1日体験入学が行な

われました。毎年実施しているもので、杉原雅昭校長

は「知っているようで高校のことを知らないと思いま

す。進路は、生徒自身が主体的に取り組むことが大切

です。実際の授業や独自の大学受験サテライト講座等

高校をまず体験してみてください。」と話していました。

　今回は、郡内、そして十日町市や頸城村から80人程

が参加。参加した中学生は「数学の大学受験問題から、

大学ではどの程度の力が必要なのかわかりました」と

話していました。理科では、シャボン玉を使って「表

面張力」と「光の干渉」について実験。英語では、3

人の教師と英語指導助手のマリアさんを交えて中学生

が会話に挑戦。教える側も力の入る授業でした。

　後半は、生徒会主催の部活動紹介や町外から通学す

る生徒の体験談もあ｝）、生徒間の交流は終始和らいだ

雰囲気で行われました。

　引率の松代中学校井部剛

教諭は、「体験入学で丁寧な

授業や、生徒会が登場する

のは他校では例がなく、教

師にとっても、また、生徒

にとっても大変貴重な体験

でした」と話していました。

　
1
0
月
2
4
日
、
太
平
地
区
で
は
運
動

会
を
行
い
ま
し
た
。
県
の
明
る
い
家

庭
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
む
同
地
区

で
は
大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
秋
晴

れ
の
1
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
運
動

会
で
の
種
目
は
、
色
水
な
ら
ぬ
真
水

リ
レ
ー
や
地
区
内
を
タ
ス
キ
で
つ
な

ぐ
リ
レ
ー
な
ど
5
種
目
。

　
事
務
局
を
つ
と
め
る
相
沢
栄
一
さ

ん
は
「
天
気
も
よ
く
、
楽
し
い
運
動

会
に
な
っ
て
良
か
っ
た
で
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
運
動
会
の
あ
と

は
収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。

灘

脳　猶、彊闘騨麟籔詔、

鰻灘麟難麟

　
秋
晴
れ
の
1
0
月
9
日
に
、
松
代
保

育
園
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
早
く
か
ら
家
族
や
近
所

の
人
で
賑
わ
い
、
子
ど
も
達
は
声
援

を
受
け
な
が
ら
得
意
顔
で
走
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
父
兄
の
風
船
割
り

ゲ
ー
ム
で
は
、
最
後
の
一
人
が
残
る

ま
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
大
き
な
歓

声
と
拍
手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
「
シ
ョ
ン
ガ
イ
ヤ
」
を
お

じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
の
振
り
を
真

似
な
が
ら
、
園
児
も
一
緒
の
輪
に
な
っ

て
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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村
山
義
郎
さ
ん
（
室
野
6
6
歳
）
と
鈴
木
眞
一
さ
ん
（
松
代
6
8
歳
）

が
多
年
に
わ
た
り
町
村
自
治
の
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
で
、
こ
の
ほ

ど
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

鐵
蹴
．

《
村
山
義
郎
氏
略
歴
〉

　
松
代
町
議
会
議
員
6
期
2
4
年
、
こ

の
間
、
．
副
議
長
、
総
務
文
教
、
社
会
、

産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
長
、
議
会

推
薦
の
町
監
査
委
員
1
4
年
7
ヶ
月

《
鈴
木
眞
一
氏
略
歴
》

　
学
識
経
験
の
町
監
査
委
員
1
2
年
1
ヶ

月
、
松
代
町
商
工
会
理
事
、
県
立
松

代
高
校
P
T
A
会
長

　
1
0
月
1
5
日
、
松
代
高
校
生
が
、
町

内
の
企
業
を
訪
問
し
、
進
路
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
松
代
町
企
業
連
絡

協
議
会
（
2
8
社
加
盟
　
会
長
関
谷
達

治
松
代
町
長
）
が
主
催
し
て
い
る
も

壱
壱
壱
壱
壱
壱
参
壱
壱
禽
き
蓼
壱
条
壱
蓼
条
壱
壱
壱
壱
蓼
蓼
条
壱
彗
壱
蓼
壱
壱
禽
葦
壱
蓼

小堺長平さん
　（蓬平・88歳）

勲五等瑞宝章を受章

　9月28日付けで、小堺長平
さん（蓬平）が地方自治功労

により勲五等瑞宝章を受章さ

れました。

　小堺さんは、多年にわたる

地方自治活動の功績が認めら

れたものです。

《小堺長平氏略歴》

　昭和21年松代村収入役に就

任。以来昭和47年松代町収入

役退任まで24年間収入役。昭

和50年～昭和54年まで松代町

議会議員。松代町老人クラブ

連合会会長、松代町自衛隊父

兄会会長を歴任。昭和30年新

潟県町村会長表彰。昭和39年

全国町村会長表彰。

の
で
、
今
年
で
8
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
協
議
会
副
会
長
の
高
澤
昭
平
商
工

会
長
は
「
高
校
生
か
ら
進
路
の
参
考

に
い
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ

と
で
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
元
企
業
と
し
て
も
、
若
い
優
秀
な

人
材
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

地
元
の
企
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
2
年
生
4
9
人
が
参
加
し

㈱
ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
松
代
工
場
や

㈱
司
工
務
店
の
仕
事
を
見
学
し
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
問
の
あ

と
中
村
里
美
さ
ん
（
㈱
菅
井
組
勤
務
）

と
富
沢
豊
さ
ん
（
役
場
勤
務
）
が
高

校
O
B
と
し
て
、
ま
た
、
企
業
側
を

代
表
し
て
㈱
小
野
嶋
建
設
営
業
課
長

の
西
潟
弘
明
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
「
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
町
内
の
企
業
も
が

ん
ば
っ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
事
務
局
の
商
工
観
光
係
は
「
今
後

も
情
報
提
供
を
行
い
、
町
内
企
業
に

対
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
街
は

　
　
自
分
達
で
守
ろ
う

　
　
～
全
国
地
域
安
全
運
動
～

　
防
犯
活
動
の
一
環
と
し
て
、
町
と

松
代
交
番
は
、
1
0
月
12
日
に
道
の
駅

「
ふ
る
さ
と
会
館
」
な
ど
に
駐
車
の
車

の
施
錠
点
検
や
家
庭
の
空
き
巣
の
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
松
代
町
を
は
じ
め
郡
内
6
町
村
で

は
、
こ
の
春
防
犯
推
進
に
関
す
る
条

例
を
定
め
、
地
域
一
体
で
防
犯
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
隣
り
に
も
一
声
か
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
防
犯
活
動
」

交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

『
早
め
の
ラ
イ
ト
で
安
全
運
転

　
夕
暮
れ
が
早
く
な
り
、
朝
方
の
霧

も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
見
と
お
し
の

悪
い
と
き
は
、
「
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
気

を
つ
け
て
」
。
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毒

　
　
　
が
ん
ば
り
ま
し
た

　
　
　
町
内
の
各
小
学
校
児
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
走
り
幅
跳
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
柳
　
　
鮎
美
（
松
代
）

親
善
陸
上
競
撮
鍮
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
6
年
生
男
子
】

（
9
月
2
9
日
大
島
小
グ
ラ
灘
饗
糠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
1
0
0
M

【
5
年
生
男
子
】

▽
8
0
M
ハ
ー
ド
ル

②
五
十
嵐
太
博
（
松
代
）

▽
1
5
0
0
M

③
井
上
　
智
晴
（
松
代
）

▽
走
り
高
跳
び

②
五
十
嵐
太
博
（
松
代
）

⑤
齋
藤
　
裕
太
（
松
代
）

【
5
年
生
女
子
】

▽
ー
0
0
M

⑥
佐
藤
　
　
愛
（
奴
奈
川
）

▽
8
0
M
ハ
ー
ド
ル

④
佐
藤
　
　
愛
（
奴
奈
川
）

⑤
鈴
木
　
　
彩
（
松
代
）

▽
8
0
0
M

②
樋
口
友
佳
子
（
松
代
）

⑥
中
村
　
道
恵
（
松
代
）

舞

礁
・

③
斉
木
　
重
樹
（
孟
地
）

⑥
鈴
木
　
康
彦
（
松
代
）

▽
8
0
M
ハ
ー
ド
ル

④
山
岸
　
晋
一
（
孟
地
）

⑤
若
井
　
光
男
（
松
代
）

⑥
佐
藤
　
佑
介
（
松
代
）

▽
走
り
幅
跳
び

①
斉
木
　
重
樹
（
孟
地
）
4
材
1
0
弛
．

▽
2
0
0
M

①
若
井
　
光
男
（
松
代
）
　
31
秒
58

【
6
年
生
女
子
】

▽
ー
0
0
M

①
小
嶋
ち
え
み
（
孟
地
）
　
1
5
秒
4
3

▽
8
0
M
ハ
ー
ド
ル

②
樋
口
　
沙
織
（
松
代
）

⑥
鈴
木
　
　
静
（
松
代
）

▽
8
0
0
M

①
小
嶋
ち
え
み
（
孟
地
）
2
分
4
7
秒
9
3

④
五
十
嵐
里
花
（
松
代
）

▽
走
り
高
跳
び

②
山
賀
　
陽
子
（
松
代
）

▽
男
女
混
成
4
×
1
0
0
M
リ
レ
ー

①
孟
地
　
1
分
0
4
秒
9
5

④
奴
奈
川

▽
女
子
4
×
ー
0
0
M
リ
レ
i

④
松
代

　
（
田
月
2
日
上
越
市
営
陸
上
競
捜
鑛
欄

【
5
年
生
男
子
】

▽
8
0
M
ハ
ー
ド
ル

①
五
十
嵐
太
博
（
松
代
）
　
1
4
秒
2
7

【
5
年
生
女
子
】

▽
8
0
0
M

⑧
樋
口
友
佳
子
（
松
代
）

【
6
年
生
女
子
】

▽
8
0
0
M

⑤
小
嶋
ち
え
み
（
孟
地
）轟

博

第
鐙
團
灘
獲
麟
犠
瀦
魍
灘

ヒ
カ
リ
マ
ラ
饗
謬
漿
饗

　
　
　
　
　
　
　
く
フ
リ
ー
蓼
鐵
繍

【
小
学
5
・
6
年
生
】

▽
3
キ
。

④
小
嶋
ち
え
み
（
孟
地
）

⑦
樋
口
友
佳
子
（
松
代
）

　　　大会新も出した松代中

第21回東頸城郡新人陸上競技大会

　　（9月10日上越市営陸上競技場）

【
男
子
共
通
】

▽
2
0
0
M

①
斎
木
　
真
也
（
松
代
）

　
　
　
　
　
　
2
4
秒
8
9
（
大
会
新
）

▽
4
0
0
M

①
五
十
嵐
真
悟
（
松
代
）
　
5
7
秒
1
8

▽
I
1
0
M
ハ
ー
ド
ル

①
五
十
嵐
真
悟
（
松
代
）
　
1
8
秒
3
8

③
小
堺
　
裕
司
（
蓬
平
）

▽
4
×
2
0
0
M
リ
レ
ー

①
斎
木
・
小
堺
・
五
十
嵐
・
石
ロ

　
　
　
　
ー
分
4
3
秒
53
（
大
会
新
）

【
女
子
共
通
】

▽
2
0
0
M

①
柳
　
　
優
佳
（
犬
伏
）
　
2
9
秒
1
4

②
若
月
ゆ
か
り
（
孟
地
）

▽
1
5
0
0
M

①
関
谷
　
有
希
（
松
代
）

　
　
　
　
5
分
1
6
秒
03
（
大
会
新
）

▽
4
×
1
0
0
M
リ
レ
ー

①
若
月
・
柳
・
関
谷
・
関
谷
　
　
5
8
秒
2
6

▽
砲
丸
投
げ

②
小
堺
百
合
香
（
儀
明
）

③
柳
　
安
由
美
（
松
代
）

【
1
年
男
子
】

▽
1
5
0
0
M

①
小
堺
　
裕
司
　
5
分
㎝
秒
2
1

▽
4
×
1
0
0
M
リ
レ
ー

③
田
辺
・
柳
・
佐
藤
・
小
堺

【
1
年
女
子
】

▽
走
り
幅
跳
び

①
石
黒
　
祐
子
（
室
野
）
3
㌶
84
独
．

③
佐
藤
　
理
恵
（
室
野
）

▽
4
×
1
0
0
M
リ
レ
ー

①
石
黒
・
佐
藤
・
嶋
田
・
駒
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
59
秒
4
8

▽
1
0
0
M

③
佐
藤
ゆ
た
か
（
室
野
）

▽
8
0
0
M

③
室
岡
　
直
子
（
仙
納
）

【
2
年
男
子
】

▽
ー
0
0
M

②
斎
木
　
真
也
（
松
代
）

　
　
　
　
　
　
12
秒
0
8
（
大
会
新
）

▽
走
り
高
跳
び

③
斎
木
　
千
春
（
中
子
）

【
2
年
女
子
】

▽
1
0
0
M

①
柳
　
　
優
佳
（
犬
伏
）
　
2
9
秒
1
4

▽
8
0
0
M

①
若
月
ゆ
か
り
（
孟
地
）
2
分
32
秒
9
5

②
関
谷
　
有
希
（
松
代
）

③
関
谷
　
智
美
（
松
代
）

▽
走
り
高
跳
び

②
柳
　
奈
緒
子
（
蒲
生
）
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東
頸
チ
ー
ム
は
2
6
位
　
若
い
チ
ー
ム
に
松
代
高
校
の
力

　
1
0
月
2
日
～
3
日
に
か
け
て
行
わ

れ
た
第
52
回
県
縦
断
郡
市
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
（
新
井
－
新
潟
間
2
0
2
・

2
キ
。
1
6
区
間
）
の
東
頸
チ
ー
ム
の
成

績
は
2
6
位
で
し
た
。

　
成
績
に
つ
い
て
、
事
務
局
の
町
生

涯
学
習
課
社
会
教
育
主
事
の
牧
田
義

明
さ
ん
は
、
「
平
均
年
齢
1
7
・
4
歳
の

松代高校メンバー

手前左から、茂野、小堺（隆）、高沢、齋藤、若月、

後、右から、佐野先生、佐藤、柳、宮沢、関谷、小堺（直）そして高橋先生

高
校
1
年
生
主
体
の
チ
ー
ム
で
大
会

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
1
日
目
が
暑
か
っ

た
こ
と
や
大
会
へ
の
調
整
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
選
手
が
持
て
る
力
を

発
揮
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し

た
。
来
年
は
、
ぜ
ひ
上
位
を
め
ざ
し

て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
参
加
3
0
チ
ー
ム
で
も
っ
と

も
若
い
チ
ー
ム
と
な
っ
た
東
頸
チ
ー

ム
を
支
え
た
地
元
の
選
手
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

第
1
区
　
茂
野
　
　
収

　
　
　
　
（
松
代
高
3
年
・
松
代
）

第
3
区
　
関
谷
　
則
和

　
　
　
　
（
松
代
高
1
年
・
松
代
）

第
4
区
　
高
沢
　
和
裕

　
　
（
松
代
高
3
年
・
松
之
山
町
）

第
5
区
　
宮
沢
　
健
二

　
　
　
　
（
松
代
高
2
年
・
下
山
）

第
6
区
　
若
月
　
辰
則

　
　
　
　
（
松
代
高
1
年
・
孟
地
）

第
7
区
　
齋
藤
　
雄
治

　
　
　
　
（
松
代
高
1
年
・
松
代
）

第
8
区
　
小
堺
　
直
人

　
　
　
　
（
松
代
高
1
年
・
蓬
平
）

第
－
o
区
　
小
堺
　
隆
寛

　
　
　
　
（
松
代
高
3
年
・
蓬
平
）

第
1
2
区
　
島
田
　
　
冷

　
（
松
代
高
卒
国
士
舘
大
1
年
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
）

第
1
5
区
　
佐
藤
　
陽
介

　
　
　
　
（
松
代
高
1
年
・
千
年
）

　
1
0
月
1
日
行
わ
れ
た
東
頸
城
郡
中

学
校
駅
伝
大
会
で
健
闘
し
た
松
代
中

の
成
績
は
、
男
子
は
9
チ
ー
ム
参
加

し
、
A
チ
ー
ム
3
位
、
B
チ
ー
ム
5

位
。
ま
た
、
女
子
は
8
チ
ー
ム
参
加

し
、
A
チ
ー
ム
2
位
、
B
チ
ー
ム
7

位
で
し
た
．

　
男
子
は
県
立
松
代
病
院
か
ら
安
塚

中
学
校
前
ま
で
の
3
1
・
9
キ
。
を
9
人

で
、
ま
た
、
女
子
は
大
島
中
学
校
前

か
ら
、
同
じ
安
塚
中
学
校
ま
で
の
1
4
・

ー
キ
。
を
5
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
タ
ス
キ

を
つ
な
い
で
今
年
は
男
子
第
3
6
回
、

女
子
第
1
3
回
目
の
大
会
で
し
た
。

　
女
子
A
チ
ー
ム
の
記
録
は
、
1
位

の
安
塚
A
チ
ー
ム
と
並
ん
で
大
会
新

記
録
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
区
間

1
位
の
区
間
賞
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

【
男
子
区
間
賞
】

▽
3
区
　
五
十
嵐
真
悟
（
2
年
）

▽
8
区
柳
　

渉
（
3
年
）

【
女
子
区
間
賞
】

▽
2
区
　
石
黒
　
祐
子
（
1
年
）

▽
5
区
　
関
谷
　
有
希
（
2
年
）

　
　
　
　
　
　
　
（
大
会
新
記
録
）

　
1
0
月
1
9
日
行
わ
れ
た
第
4
5
回
上
越

地
区
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
・
第
9

回
中
学
校
女
子
駅
伝
競
争
大
会
（
板

倉
町
会
場
）
の
成
績
は
、
男
子
は
54

チ
，
ー
ム
参
加
し
、
A
チ
ー
ム
7
位
、

B
チ
ー
ム
2
8
位
。
ま
た
、
女
子
は
3
7

チ
ー
ム
参
加
し
、
A
チ
ー
ム
7
位
、

B
チ
ー
ム
3
0
位
で
し
た
。

【
男
子
（
8
位
以
上
入
賞
）
】

▽
松
代
A
　
7
位

　
五
十
嵐
真
悟
・
室
岡
　
浩
二
・

　
池
田
　
　
翔
・
柳
　
　
渉
・

　
関
谷
　
和
樹
・
小
野
島
　
誠

【
男
子
区
間
賞
（
3
位
ま
で
）
】

▽
3
区
（
3
・
2
キ
。
）
3
位

　
池
田
　
　
翔

【
女
子
（
8
位
以
上
入
賞
）
】

▽
松
代
A
　
7
位

　
若
月
ゆ
か
り
・
柳
　
　
優
佳
・

　
関
谷
　
智
美
・
石
黒
　
祐
子
・

関
谷
　
有
希
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ステキ発見　喜びの表彰式

　越後妻有ステキ発見表彰式が10月16日、十日町市の

クロス10で開催され、受賞者をはじめ250人が出席しま

した。

　表彰式は、地域の皆さんからご提供いただいたコシ

ヒカリ、地酒や火焔土器レプリカなどの賞品と100点の

入賞作品が展示され、華やいだ雰囲気の中で行われま

した。

　ステキ発見大賞の高橋賢治さん（津南町）には、賞

状と来年開催の大地の芸術祭での個展開催目録のほか

副賞として20万円と無農薬有機栽培コシヒカリ90kgが

贈られました。また、当町から芸術部門優秀賞に選ば

れた柳芳信さん（奈良立）には火焔型式土器のレプリ

カほかが贈られました。

　そのほか会場では、入選者一人ひとりに雪肌米6kg

と賞品提供者から直接、入賞者に希望する賞品が手渡

されました。

　作品の巡回展は、12月までに都内と新潟市（県庁や

ふるさと村）で行ったあと圏域内で、順次開催します。

また、受賞作品をまとめた「ステキマップ」を来年3

月に発行する予定です。

　なお、当町からの賞品提供者は、次のとおひ）です。

（敬称略順不同）

　㈱松代そば善屋　関谷則夫／㈲ワカイ測量　若井明

夫ほか／㈲川端商店　山岸みさ子／松代ファミリース

キー場／

麟《鶴《鍛鍵鰯遡朧講含

　流派・教室を越えて「大正琴を楽しむ会滋を開

催じます。

時
場
体

　
　
圏

　
　
加

日
会
参

熱月鍍臼㈱　午後1時開演

松代購ふる§養套館　2階常審溝一ル

齢ダループ程

新堀芸衛学院教窒　ヤ黎鵡流　本村流

囎之島流　琴伝流　琴名流　他

天揚無料薫灘な艶から義楽じん認縢薩だ嫉蒙癒．

悶雛糞わ懸

垂　　催

後　　援

　艶越急擬㈱欝業開発叢

　蓬錘麟器霧5鎌囎雛蹄議離叢豊盆灘灘

糞鑑琴蓬楽獲懸套翼難催　凱越懸飛㈱

ぽ韓無線溌線舞域振興蓮絡協議会i

姦i鑛灘一　　’　灘一驚灘馨灘鑑嚢一難叢一…一・灘　・．・M一説一　　　　雛難

薩　、艶議舗　

柳芳信さん「大変栄誉ある賞を

いただいて喜んでいます。」

田植えを題材にした入》

選作「季節のかわりめ」

の前で。小堺祐香さん（松

代中3年）

ぐ入選作「自然の恵み

に感謝、今日のおかず

はイワナの塩焼き」の

前で。秋田律子さん（松

代）と応募作品が佳作

だった長男大地くん（松

代小4年）

覇

轟診臼lll』6hl“1・φ・llll・φ・噂ll・rの・一Illl・r6』一1”1・rひ一llll’r6』。Ill』ρ・llI，’φ・一III』ひ・噌1』ひ・・III』ρ・・唇ゆ’r♪・・llII臼rρ・・llII’rJ』・1縛1－r♪・・llll一φ・lll』ひ・11一一rひ・1闘1’r9』・・帽1』ひ・・iI”’φ』・lll』6』。Ill監

12

月
1
2
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
開
　
演
午
後
2
時

き
よ
し
こ
の
夜
の
里
　
　
●
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
堀
芸
術
学
院
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
入
場
料
　
一
　
般
　
2
　
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
（
大
島
村
）
　
　
　
　
　
　
学
生
－
・
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
●
問
い
合
わ
せ
　
新
堀
芸
術
学
院

ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
満
点
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盈
0
2
5
5
9
但
3
4
4
4

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
※
「
ほ
く
ほ
く
線
」
（
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
2
2

　
手
づ
く
り
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
輝
く
　
　
　
0
円
）
ほ
く
ほ
く
大
島
駅
か
ら
徒
歩
1
5
分

木
造
ホ
ー
ル
と
、
温
か
い
音
楽
が
今
年
　
　
（
送
迎
バ
ス
有
）
、
バ
ス
5
分

」
…
曹
◆
主
マ
◆
主
一
■
■
◆
，
一
一
マ
◆
■
号
◆
9
一
一
亨
◆
三
一
7
◆
喜
曹
◆
，
等
、
◆
皇
騨
下
◆
臼
睾
◆
臼
一
亨
◆
主
噌
？
◆
9
号
◆
一
昌
マ
◆
轟
一
一
亨
◆
皇
■
■
◆
も
7
◆
美
？
◆
皇
？
◆
■
摯
，
◆
”
昌
亨
◆
己
一
マ
◆
曇
、
■
◆
、
邑
7
◆
毫
，
■
◆
も
一
F
◆
、
一
ポ
◆
毒
’
◆
晶

辱
．
．
◆
主
曹
．
◆
皇
7
・
◆
ゑ
マ
◆
色
一
マ
◆
皇
マ
◆
色
マ
◆
色
曹
マ
◆
良
▽
◆
些
7
◆
亀
7
・
◆
色
7
◆
乙
琴
・
◆
，
一
琴
・
◆
。
毛
・
・
◆
ム

も
あ
な
た
を
包
み
ま
す
。
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」

「
聖
夜
（
き
よ
し
こ
の
夜
）
」
「
ペ
チ
カ
」
な
ど

の
お
な
じ
み
の
曲
が
楽
し
い
お
話
を
交
え
な

が
ら
演
奏
さ
れ
ま
す
。

㌧一簡＿＿＿引，睡φ瑚酔φ伺』＿＿一レ◎1吟＿＿＿＿＿＿＿φ＿＿輔酔引ひ＿＿う
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◇◇
ま
し
た
．

⇔

㊥
翫
脱
麓
瀟
罐
碗

で
す
か
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

◇
　
今
回
は
、
訪
問
調
査
が
必
要
な
理
由
に
つ
い
て
質
間
形
式
で
取
り
上
げ
て
み
　
◇

㊧
態
編
幕
羅
鰍

の
聞
き
取
り
な
ど
か
ら
確
認
し
て
い

る
も
の
で
す
。
介
護
保
険
が
は
じ
ま

る
と
、
「
介
護
保
険
を
利
用
す
る
つ
も

り
は
な
い
」
と
い
う
方
は
、
町
が
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

潔
禰
鞍
霜
群
肱
警
旙

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
今
行
っ
て
い
る
訪
問
調
査
が
、
今

後
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
う
え
で

大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。
調
査
は
、

専
門
の
職
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　向原に建設中の特別養護老人ホー

ムの名称がこのほど「ほくほくの里」

と決まりました。この名称で応募い

ただいたのは、柳小夜子さんと萬羽

吉蔵さんの2人でした。

　柳小夜子さんは「ほくほく線沿い

の丘の上に建設したのと、親しみが

持てる名前だと思います」と話して

いました。このほか「しぶみの里」、

「向原園」等がありました。

　応募された方には事務局から粗品

をお送りしました。

㊥
を
艦
耀
ザ
耀
⑳
凝

が
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
で

す
か
。鱒
鯉
嫡
搏
離

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
若
山

ま
た
は
数
井
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
盈
7
1
3
7
0
0
）

　
介
護
保
険
の
こ
と
で
、
分
か
ら
な

い
こ
と
や
不
安
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

左
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
盈
7
1

3
7
0
0
）
ま
た
は
、
国
保
介
護
保

険
係
（
奮
7
－
2
2
2
0
内
線
2
8
）

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　
皆
さ
ん
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
夏

の
歯
科
検
診
か
ら
よ
い
歯
の
子
を
掲

載
し
ま
す
。
（
名
前
の
な
い
子
は
、
検

診
を
受
け
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
％
は
虫
歯
の
な
い
子
の
割
合
）

◆
1
歳
児
（
1
0
0
％
）

松
代
加
藤
榛
夏
憲
一

福
島
西
潟
弘
甚
弘
明

松
代
小
林
香
保
子
辰
男

松
　
代
　
山
本
　
優
希
　
智
　
史

蒲菅松松犬犬松蓬松犬松

生刈代代伏伏代平代伏代

畔柳山上市柳牧杉齋山柳
上賀村川田山藤本
朴美康梨衣旺湧雅優未歩
哉花大紗美志斗春花来夢

清典健良義誠幸敬孝哲治

二起郎伸久一樹也

◆
1
歳
6
ケ
月
児
（
1
0
0
％
）

太
　
平

奈
良
立

犬松犬寺松

伏代伏田代
富
澤
　
紗
矢

柳
　
菜
々
美

久
保
田
敦
哉

井
上
　
和
陽

小
島
　
勝
貴

市
川
　
達
平

山
本
　
　
潤

昭次憲傑貴雅正

◆
2
歳
児
（
8
1
・
8
％
）

松松犬室池松蓬池室

代代伏野尻代平尻野

田関柳佐小品小室小
邊谷　藤堺田堺岡堺

　裕知　美　樹里叶
渉史佳仁咲梢生和夢

伸誠敏正良靖春正正

志樹司一男一樹一秀一一司弘明平

◆
2
歳
6
ケ
月
児
（
8
1
・
8
％
）

蓬
平
若
井
一
哉
新
一

苧
島
柳
　
詩
帆
豊

松
代
久
保
田
智
哉
貴
志

室
　
野
　
佐
藤
　
大
斗
　
秀
　
行

松松松犬蒲

代代代伏生

石
丸
　
揺
平

小
嶋
　
圭
太

加
藤
　
雅
大

柳
　
　
　
空

関
谷
美
乃
里

公幸憲雅雅

明伸一明行

◆
3
歳
児
（
6
6
・
7
％
）

福寺松松滝松松松太

島田代代沢代代代平

木
和
田
原

犬
　
伏

蓬
　
平

井
上
亜
由
美

西
潟
乃
野
子

山
岸
　
陽
太

山
本
　
高
宏

小
堺
裕
樹
裕高陽野由爽瑠麻緋翔弥里
樹宏太子美椰美衣色　恵花

春道宏弘久義一藤竜靖浩栄

樹雄　明　明行雄彦　　一

◆
3
歳
6
ケ
月
児
（
6
3
・
6
％
）

寺松犬松松松儀

田代伏代代代名

中柳柳室室柳小
沢　　岡岡　堺

康拓萩郁拓和加
二夢野弥弥也菜

元治誠薫薫浅新

市　一　　夫一

◆
4
歳
児
（
4
4
・
4
％
）

室
野
高
橋
　
晃
敏
雄

松
　
代
　
田
邊
　
楓
香
　
伸
　
一

松
代
関
谷
拓
也
悟

会
　
沢
　
小
野
島
奈
美
　
正
　
志

（
年
齢
は
、
検
診
8
月
4
・
6
日
基
準
）

◎
　
次
回
は
12
月
3
日
㈹
、
午
後
1

時
～
　
し
ぶ
み
荘
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元
奴
奈
川
村
村
長

　
　
　
　
　
村
山
宇
一
郎
，
ん
を
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
持
　
一
栄
（
室
野
・
叶
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
在
住

　
「
あ
ー
ぼ
、
お
茶
」
昭
和
3
1
年
松
代

高
校
を
卒
業
し
て
奴
奈
川
村
役
場
へ

使
丁
と
し
て
最
初
の
仕
事
が
村
山
村

長
の
お
茶
汲
み
だ
っ
た
。
村
長
は
お

茶
が
お
好
き
で
、
以
来
、
役
場
を
辞

め
る
ま
で
「
あ
ー
ぼ
、
お
茶
」
は
続

い
た
。

　
　
一
般
的
に
村
山
村
長
は
厳
格
で
こ

わ
い
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
私
は
、
あ
ー
ぼ
、
あ
ー

ぼ
と
可
愛
が
っ
て
頂
い
た
。
そ
れ
に

・
し
て
も
、
一
栄
と
い
う
本
名
が
な
ぜ

あ
ー
ぼ
な
の
か
今
だ
に
解
ら
な
い
。

　
二
年
目
の
正
月
が
過
ぎ
、
村
山
村

長
に
寿
屋
（
現
サ
ン
ト
リ
ー
）
山
梨

ぶ
ど
う
園
の
試
験
を
受
け
る
よ
う
薦

め
ら
れ
た
。
大
雪
で
列
車
が
止
ま
り

受
験
で
き
な
か
っ
た
が
、
人
の
面
倒

み
の
い
い
方
だ
っ
た
。
寡
黙
で
あ
ま

り
し
ゃ
べ
ら
な
い
が
、
口
に
出
す
一

言
に
重
み
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
頃
、
も
う
酒
は
お
飲
み
に
な

ら
な
か
っ
た
が
煙
草
は
パ
イ
プ
で
う

ま
そ
う
に
吸
っ
て
お
ら
れ
た
。
要
職

に
あ
る
者
、
た
と
え
酒
の
上
で
も
失

敗
は
許
さ
れ
な
い
と
好
き
だ
っ
た
酒

を
止
め
ら
れ
、
煙
草
も
そ
の
後
健
康

に
悪
い
と
キ
ッ
パ
リ
止
め
ら
れ
た
と

い
う
。
意
志
の
強
い
方
だ
っ
た
。

　
当
時
、
奴
奈
川
村
役
場
は
村
山
村

長
、
小
堺
助
役
、
佐
藤
収
入
役
の
三

役
だ
っ
た
。
農
協
も
同
じ
建
物
に
あ

り
組
合
長
は
村
山
村
長
が
兼
務
し
て

い
た
。
村
山
さ
ん
は
奴
奈
川
農
協
設

立
の
母
で
、
か
つ
て
小
さ
な
組
合
が

乱
立
し
て
お
り
、
そ
の
非
効
率
さ
を

説
い
て
村
を
一
本
に
ま
と
め
、
郡
内

の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
昭
和
2
3
年
農
協

を
設
立
し
て
組
合
長
に
選
ば
れ
た
と

い
う
。

　
自
分
の
信
念
を
貫
く
意
志
の
強
さ

と
そ
の
手
腕
力
量
が
、
時
に
は
誤
解

さ
れ
た
り
、
ね
た
ま
り
た
り
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
農
協
に

は
現
在
J
A
十
日
町
理
事
の
斉
木
賢

秀
さ
ん
や
町
議
会
議
員
の
佐
藤
公
男

さ
ん
が
勤
め
て
お
ら
れ
た
。

　
昭
和
34
年
12
月
、
村
山
村
長
や
両

親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
横
浜
へ
出

て
金
港
堂
さ
ん
へ
お
世
話
に
な
っ
た
。

私
の
後
、
母
が
採
用
し
て
頂
い
た
。

　
帰
郷
す
る
と
ま
ず
村
長
宅
を
訪
問

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ゆ…
…
　
’
　
　
　
次
つ
（
山
（

㎜
ψ
　
　
　
　
　
　
ま
青
　
　
B
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〆）
｛感東京

だより

し
た
。
お
伺
い
す
る
と
「
え
え
っ
、

あ
ー
ぼ
う
か
」
と
眼
鏡
の
奥
の
目
を

細
め
て
迎
え
て
下
さ
り
、
い
ろ
ん
な

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
辞

め
て
か
ら
毎
年
年
賀
状
を
お
出
し
し
、

村
山
さ
ん
か
ら
も
毎
年
頂
戴
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
年
か
ら
来
な
く

な
り
長
女
の
朋
子
さ
ん
に
お
会
い
し

た
折
り
”
縁
起
で
も
な
い
け
ど
、
も

し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
必
ず
連
絡

し
て
”
と
お
願
い
し
た
。
そ
れ
か
ら
，

一
年
も
経
た
な
い
今
年
3
月
、
計
報

に
接
し
た
。
行
年
92
歳
。

　
奴
奈
川
は
も
と
よ
り
新
潟
県
に
対

し
て
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
偉
大

な
方
で
し
た
。
葬
儀
に
は
県
内
各
地

か
ら
”
故
人
に
は
、
生
前
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
”
と
ご
親
類
が
全

く
知
ら
な
い
方
々
が
弔
問
に
訪
れ
た

と
い
い
ま
す
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

擁
度
　
故
総
議
牽
二
郎
曇
撫
鱈

お
炉
覇
糞
薫
て
纏
　
器
垂
皿
命
の

辮
聾
　
国
嚢
轟
鱗
蚕
蕪
多
炎
餐
萎
登
”

献
を
鶴
驚
薪
桑
成
辛
礁
牟
鯛
厨

丸
の
豊
閣
議
薩
定
菱
び
携
羨
奏

義
璽
陛
下
締
裁
可
麟
糞
う

　
　
長
鷺
羅

心
拝
受
の
嚢
書
誉
に
俗
欝
覇
糞
災
驚

事
　
ご
遺
旗
様
確
鰭
か
霧
覆
驚

斑
蒙
で
あ
峯
鰭
義
鱗
お
悲
嚢
み

も
融
鰭
髪
お
婁
事
雑
存
建
護
ん

で
お
悔
や
垂
申
碇
止
げ
糞
す

　
肉
醐
繋
媛
蒸
撰
　
毒
鮒
　
盤
懸
叢

110／12　東京松代会において次期

i役員体制が下記のように決まった

：会長武田晃平　副会長笠原清（松

1代）同　若井幸（峰方）同　山岸

1弘政（伊沢）同　小堺重三郎（山

1平）同　牧田典夫（奴奈川）、幹事

：長若井謙一　副幹事長佐藤直義。

1なお、市川会長、関谷幹事長は顧

1問に鈴木佐一郎副会長は相談役に

i就任する。詳細は12月発行する会

1報9号組織図をご覧ください。

i12／4第3回役員会　於県人会館
i國新年会打合せ・冬の陣参加計画・

i今年度事業の反省など。

i　〈趣味の会〉

i　IO／9　ゴルフ　上越国際十日町

iコースで松高主催のコンペに松代

1会も参加、出席者23名。優勝菅井
1文男（40：43）、2位五十嵐利一の

i各氏。明年は4／7大宮カントリー

iクラブ、5／13、児玉カントリー
き

iクラブでコンペの予定。
き

i10／9　釣り　柏崎笠島でのサヨ
ヨ

iリアジ釣り大会に古里松代町から
　

1柳明町議会議員ら6名参加、計13
ヨ

i名出席。1位鈴木太一郎、大形賞
　

i柳明の各氏。
…

　
故
村
山
宇
一
郎
さ
ん
の
死
を
悼
ん

で
、
義
弟
、
津
幡
龍
峰
さ
ん
の
句

ひ
と
死
ん
で
　
家
ぢ
ゅ
う
灯
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
ね
ぶ
り

　
次
男
、
村
山
悟
郎
さ
ん
の
短
歌

父
死
す
と
　
帰
心
矢
の
如
く
関
越
道

　
行
く
手
さ
え
ぎ
る
　
春
の
嵐
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
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蒲
生
句
会

ほ
く
ほ
く
と
胸
を
叩
い
て
ふ
か
し
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

半
ど
ん
の
子
ら
生
き
生
き
と
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
雪

負
け
ん
気
の
口
を
へ
の
字
に
稲
を
刈

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

唐
辛
子
一
株
残
る
畑
の
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

新
米
を
供
え
て
仏
間
匂
い
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

捨
て
き
れ
ぬ
棚
田
こ
と
し
も
秋
田
掻

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

何
処
ま
で
も
連
な
る
蓮
を
握
り
あ
ぐ

む
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

は
　
さ

稲
架
解
か
れ
晩
鐘
村
を
す
べ
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
な

秋
暑
し
目
鼻
失
く
せ
し
撫
で
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
し
ぶ
み
句
会

霧
深
し
墨
絵
ぼ
か
し
に
宮
の
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

駒
ヶ
岳
雲
の
流
る
る
秋
思
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

廃
屋
の
庭
に
一
本
柿
た
わ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

学
童
に
馴
れ
て
羊
も
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

無
花
果
に
烏
群
れ
ゐ
る
廃
塘
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

十
六
夜
を
賞
で
つ
つ
散
歩
の
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

幾
何
学
の
模
様
を
残
す
刈
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

出
来
た
て
の
新
米
ま
づ
は
菩
提
寺
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

紫
苑
咲
く
い
つ
も
の
風
あ
る
高
さ
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

足
速
き
黒
雲
な
が
め
稲
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

ぬ
か
焼
き
の
煙
静
か
に
刈
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し籔　…i難

　
　
短
　
　
　
　
歌

秋
深
み
渋
海
の
川
の
澄
み
ま
さ
り

涯
底
の
砂
を
巻
き
上
ぐ
る
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

稲
運
ぶ
ネ
コ
車
押
し
先
先
に
跳
ね
る

い
な
ご蛙
の
数
限
り
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桓
　
　
コ
メ

カ
ー
ナ
ビ
を
頼
り
に
き
た
る
中
尊
寺

暗
や
む
森
に
金
色
の
輝
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

し
も
や
け
が
か
ゆ
く
な
る
と
　
三
日

後
に
北
の
国
に
は
雪
来
る
と
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

水
の
あ
る
棚
田
は
す
で
に
耕
さ
れ

　
　
み
や
ま

浦
田
深
山
に
秋
の
霧
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

　
ア
シ
ナ
ガ
イ
グ
チ

　
福
島
に
『
ま
る
や
ま
森
林
浴
公
園
』

と
い
う
ブ
ナ
林
の
素
晴
ら
し
い
環
境

の
場
所
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
を
散

策
が
て
ら
に
歩
い
て
い
た
人
が
、
い

ろ
ん
な
キ
ノ
コ
を
採
っ
た
中
に
、
異

常
に
す
ね
の
長
い
キ
ノ
コ
を
見
つ
け

た
と
言
っ
て
持
ち
込
み
ま
し
た
。

　
私
も
初
め
て
見
る
キ
ノ
コ
な
の
で
、

各
種
の
図
鑑
で
調
べ
ま
し
た
が
、
出

て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
出
て
い
た

の
に
は
「
ア
シ
ナ
ガ
イ
グ
チ
」
と
出

て
い
て
、
食
毒
不
明
で
日
本
特
産
の

も
の
で
あ
り
、
や
や
希
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
出
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
傘
の
裏
が
針
で
突
い
た
よ
う
な
穴

の
あ
る
も
の
は
イ
グ
チ
科
や
オ
ニ
イ

グ
チ
科
に
属
し
て
い
て
非
常
に
種
類

が
多
く
、
松
代
町
で
も
カ
ラ
マ
ツ
の

下
に
出
て
、
ご
く
普
通
で
親
し
ま
れ

て
い
る
「
ツ
ユ
タ
ケ
」
も
「
ハ
ナ
イ

グ
チ
」
と
い
っ
て
こ
の
仲
間
で
す
。

　
大
体
は
食
用
に
な
り
ま
す
が
中
に

は
食
用
に
不
向
き
の
も
の
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
知
ら
な
い
も
の
は
食
べ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
一
緒
に
赤
い
色
し
た
細
い
キ
ノ
コ

も
採
っ
て
あ
っ
て
最
近
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
中
毒
死
で
騒
が
れ
た
「
カ
エ
ン

タ
ヶ
」
で
は
な
い
か
？
　
と
い
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
ベ
ニ
ナ
ギ

ナ
タ
タ
ケ
」
と
い
う
も
の
食
用
に
は

な
る
よ
う
で
す
が
、
こ
ん
な
も
の
は

食
べ
る
価
値
も
な
い
で
し
よ
う
。

　
こ
ん
な
こ
と
で
、
秋
の
山
歩
き
は

キ
ノ
コ
を
求
め
て
楽
し
め
ま
す
が
、

採
っ
て
食
べ
る
の
は
よ
く
よ
く
用
心

し
、
調
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
写
真
と
文
　
高
橋
八
十
八
）

、麟甕

ナタタケ㊧アシナガイグチ

11



　
12
月
1
日
㈹
か
ら
3
月
3
1
日
伽
ま

で
の
冬
期
間
は
、
あ
ら
た
に
日
曜
・

祝
祭
日
は
休
館
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

土
曜
は
午
後
5
時
で
終
了
と
な
り
、

開
館
日
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

《
開
館
日
》

火
～
金
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
1
0
時

土
曜
　
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

　
　
　
　
ま
で
　
　
　
9

《
休
館
日
》

日
曜
及
び
祝
祭
日

月
曜
　
全
館
掃
除
に
つ
き
休
館

　
な
お
、
町
や
学
校
及
び
体
育
協
会

加
入
団
体
の
大
会
等
が
行
わ
れ
る
場

合
は
、
祝
祭
日
で
も
開
館
し
て
い
ま

す
の
で
、
利
用
に
つ
い
て
は
、
総
合
セ

ン
タ
ー
内
生
涯
学
習
課
ま
た
は
体
育

館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
総
合
体
育
館
　
盈
7
1
3
7
5
2
・

総
合
セ
ン
タ
ー
　
岱
7
－
2
3
0
1
）

12

月
か
ら
県
道
を
運
行

　
1
2
月
1
日
㈱
か
ら
3
月
3
1
日
㈹
ま

で
の
冬
期
間
は
、
芝
峠
会
沢
間
の
路

面
が
凍
結
す
る
こ
と
が
多
く
、
安
全

対
策
上
か
ら
県
道
を
運
行
し
ま
す
。

　
芝
峠
温
泉
を
利
用
す
る
方
は
、
建

物
手
前
の
三
差
路
で
下
車
と
な
り
ま

す
の
で
利
用
に
つ
い
て
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

1
月
か
ら
昼
の
バ
ス
が
土
曜
運
行

　
1
月
3
日
㈲
か
ら
3
月
3
1
日
㈱
ま

で
の
冬
期
間
は
、
昼
の
役
場
発
12
時

45
分
桐
山
行
き
と
桐
山
発
1
3
時
0
5
分

松
代
行
き
が
土
曜
日
の
み
の
運
行
と

な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
総
務
課
（
内
線
6
6
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
潟
地
方
法
務
局
の
協
力
に
よ
り
、

町
で
は
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
家
庭
内
の
こ
と
（
相
続
、
遺
言
、
離
婚

等
）
や
土
地
建
物
の
登
記
の
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
他
名
誉
・
信
用
の
侵
害
等
人

権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
法
務
局
職

員
と
町
の
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

《
日
時
》
1
1
月
2
4
日
㈲
午
前
1
0
時
～

　
　
　
　
午
後
3
時

《
会
場
》
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
i
2

　
　
　
　
階
和
室
1
0
畳

相
談
担
当
者
　
新
潟
地
方
法
務
局

　
十
日
町
支
局
長
　
星
野
　
靖
史

　
人
権
擁
護
委
員

　
石
黒
　
良
泉
・
宮
澤
　
静
子

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
戸
籍
係
（
内

線
2
6
）

　10月31日開催の「上田晴子＆

ブルーノ・パスキエ（友情出演）

コンサート」では、「ブラボー」

の歓声もあがるなど、新潟から

かけつけた人もあり、観客100人

ほどがピアノとヴィオラの音色

を心ゆくまで楽しみました。　10月23～24日にかけて行なわ

れた第3回ほっくほくフェアー

（松代町商工会青年部主催、松

代町観光協会協賛）は、23日は

あいにくの雨でしたが、24日は、

中央どおりのフリーマーケット

も開催されるなど、天気にもめ

ぐまれ町内外の人でにぎわいま

した。

12

早稲田大学との
　　　　　　交流促進

藤巻幹雄さん（松代）と

木戸一之さんに町から感謝状

　9月5日、早稲田大学マンド

リン学部コンサート会場の総合

体育館において、早稲田大学と

の交流発展に尽くされた藤巻幹

雄さんと木戸一之さんに関谷町

長から、それぞれに感謝状が手

渡されました。

　また、長年早稲田大学との交

流活動を行ってきた小堺清さん、

鈴木益夫さん、本山豊樹さん、

鈴木幸紀代さん、佐藤則夫さん、

菅井太一さんの6人に記念品が

手渡されました。

藤巻幹雄さん

「都の西北…」の早稲田大学校

歌と同じ相馬御風の作詞となる

松代小学校校歌のマンドリン学

部の演奏から当時を懐かしんで

います。「明日に仰ぐ松苧山…」、

交流は息の長いものだと思いま

す。今は多くの皆さんに感謝の

気持ちでいっぱいです。

木戸一之さん

　20年間の活動を振りかえると

感慨深いものがあ呼）、ます。鉄道

が通るなど環境も変わ1）ました。

今後は、新しい視野も持ち合わ

せ、活動がまちづくりに役立つ

ようになればいいと思います。

そういう意味で、今年の一連の

事業は1つの方向を示したので

はないでしょうか。多くの若い

人が何らかのかたちで加わって

いけるようだといいですね。



　
第
1
8
回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会
が
、

m
月
1
5
日
～
1
7
日
に
か
け
て
浦
川
原

村
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
絵
画
や
書
道
な
ど
鵬
人
の
作
品
漏

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

松
代
町
か
ら
は
3
4
人
の
作
品
4
4
点
が

出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
郡
展
で
当
町
か

ら
、
書
道
部
門
に
お
い
て
高
澤
剛
さ

ん
が
郡
展
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
下

表
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
に
つ
い
て
高
澤
さ
ん
は
「
松

代
高
校
2
年
在
学
中
に
受
賞
し
た
の

で
、
今
回
2
度
目
の
受
賞
に
喜
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
高
澤
さ
ん
の
姉
・
優
美
子

さ
ん
も
高
校
在
学
中
に
2
度
郡
展
賞

を
受
賞
し
た
と
の
こ
と
で
、
姉
弟
揃
っ

て
2
度
の
受
賞
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
．

　
な
お
、
会
場
で
は
郡
内
中
学
生
の

作
品
も
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

久さん（名平61歳）武田

　
受
賞
者
｝
覧
（
敬
称
略
）

《
書
道
部
門
》

郡
展
賞
　
　
「
王
摩
詰
詩
」
　
高
澤
剛

（
松
代
）

《
彫
塑
・
工
芸
部
門
》
奨
励
賞
　
　
「
知

恵
輪
台
付
」
　
米
持
義
一
（
室
野
）

《
写
真
部
門
》
奨
励
賞
　
　
「
ヒ
ソ
ヒ

ソ
話
」
　
瀬
沼
伸
彦
（
松
代
）

《
絵
画
部
門
》
審
査
員
特
別
賞
　
　
「
ひ

と
め
ぼ
れ
」
　
寳
田
修
（
小
貫
〉

灘萎霧雛

観

　10月18日、武田久さんが農

林水産大臣感謝状を受けられ

ました。

　多年にわたり農林統計に貢

献し、その功績がたたえられ

たものです。

　表彰について武田さんは「毎

日の記録の積み上げは大変で

すが、早いもので10年経ちま

した。今後もがんばっていき

たいと思います」と話してい

ました。

《武田久氏略歴》平成元年か

ら10年間にわたり農林水産統

計調査に携わり、現在に至っ

ています。

○　　　　　■　　　　　”　　　　　“　　　　　噛　　　　　●　　　　　c　　　　　尊　　　　　o　　　　　廊　　　　　o　　　　　o　　　　　●　　　　　■

　　　　　　　　　　　き　コ
蟻擁繊鞭蟻謹難叢議講覇⑳

（6町村の話題を載せています。）

　伝説の名水
　　　　　弘法清水

塑
鰯1

…
　
今
月
は
、
牧
村
か
ら
「
弘
法
清

り
”
水
」
を
紹
介
し
ま
す
。

ロ
…
　
牧
村
を
南
北
に
流
れ
る
飯
田
川

ロ

…
の
源
の
近
く
、
宇
津
俣
温
泉
へ
至

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
だ
い
ら

…
る
県
道
沿
い
の
小
平
集
落
に
湧
く

り

”
清
水
が
「
弘
法
清
水
」
で
す
。

に

…
　
こ
の
「
弘
法
清
水
」
は
、
新
潟

ロ
　
　
　
ヤ

”
県
で
ま
と
め
た
3
6
の
名
水
の
中
に

ロ
…
選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
広
く
知
ら

ロ

…
れ
、
今
で
は
村
外
か
ら
も
訪
ね
て

コ

…
来
村
さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
い

ロ
”
ま
す
。

ロ
…
　
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
、

ロ

”
弘
法
大
師
が
諸
国
行
脚
の
際
に
親

ロ

…
切
を
受
け
た
老
婆
に
感
謝
し
、
お

ロ

”
礼
に
杖
で
地
を
突
い
た
と
き
に
涌

り
…
き
出
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ

”
　
こ
の
清
水
は
、
真
夏
で
も
水
温

ロ
…
が
1
2
度
と
低
く
、
水
量
も
豊
か
で
、

に

”
］
部
は
村
営
水
道
の
水
源
と
し
て
、

ロ
…
古
く
か
ら
地
域
住
民
の
飲
料
水
、

生
活
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
自
然
に
恵
ま
れ
る
私
た
ち
の
郷

土
で
も
、
最
近
は
環
境
汚
染
が
問

題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
命
の
源
で

あ
る
水
の
本
来
の
姿
を
も
う
一
度

見
つ
め
直
し
、
郷
土
の
「
お
い
し

い
水
」
、
「
美
し
い
水
辺
」
を
再
発

見
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
私
た
ち

を
つ
つ
む
豊
か
な
自
然
環
境
に
役

立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

　
　
　
　
　
　
い

「
弘
法
清
水
」
を
活
か
せ
ば
と
、
昨

年
か
ら
湧
水
地
一
帯
に
「
弘
法
清

水
自
然
公
園
」
と
し
て
整
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事
も
今

年
1
2
月
初
旬
に
は
完
了
の
予
定
で

す
。　
衣
替
え
し
た
涌
水
公
園
を
ぜ
ひ

一
度
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
牧
村
役
場
住

民
課
生
活
環
境
係
（
岱
ひ
2
5
5
」

3
3
－
5
1
4
1
）
ま
で
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
．

瓢．．．．．．．で．．』1．．．』亡＿．．．．ご＿．．．、．二．．．．1．．』．．．1∵．』．1．．．1．．＿訟＿ll．．奮．．．二．．ノ乙＿1．．．1．二J．』ll．．．．．』．1

顎、

　、蓑鷺羅難叢

灘繍欝
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　　　　費く
おつ・

o
潅鞭礎麗

や
んち
　
　
う

か
果
　
こ

ゆ
佑
歳
む

　
4
渇

o
　
滝

籾
　　　しんや
秋山　晋也くん

　　4　歳
松代・せいはち

．
．
麟

市川なぎさ、

　　4　歳
松代・はしば

12月3（・9日纏障警麿週聞

です。障讐者は駆o万人を超

えました。

　厚生省の調べ癒は、平成

8年現在、何らかの障害の

ある人は約576万人。（右図

1参照）平成3年には460万

人であり、障害を持つ人は

増加傾向にあ糠ます。

　障害基本法では、「障害者」

を身体障害、細的隣害また

は精神障害があるため、長

期にわたり瞬常生活や社会

生活に相当制限を受けてい

る人としています。

　最近の動向では、障害の

程度の重い身体障害者が増

えています。また、いくつ

かの障害のある重複障害者

も増えています。さらに60

歳以上の高齢者の身体障害

者も、高年齢になるほど高

くなっています。

ノーマライゼーション

の考え方

　ノーマライゼーシ製ンは、

1950年代、デンマークにお

ける知的障害者の親の会が、

F施設入所の子どもも家族と

ともに生活する権利がある」

という運動から生まれたも

のです。その後1981年国際

障害者年以降この考え方が

一般化し、国や地方自治体

は、障害や高齢に関わらず、

人間としての生活を重視し

た地域社会づくりへの取り

組みをすすめています。

⇔県立自然科学館

　　　　　（盈025－283－3331）

　11月30日（火）～12月4日（土）

　プラネタリウム休館

　12月12日（日）白鳥観察会

　13：30～14：30　当日屋上

　小中310円・大人510円

⇔ドーム中里きらら（∪モール内）

　平日（暦0257－63－4478）

　土・日・祝祭日

　　　　　（奮0257－63－2414）

　毎週日曜日午前11時～定期投

影テーマ「さよならミール」：

13年間に渡り活躍し、廃棄とな

るロシア宇宙船ミールがテーマ／

特集：11月28日（土）午後7時30分～

ミュージックプラネ「宗次郎＆

キロロ」／料金いずれも一般200

円・中学生以下100円

⇔リージョンプラザ上越

　　　　　（盈0255－44－2122）

　11月24日㈱及び毎週月曜休館

　上越科学館　11月21・23・28日

　サイエンスショー

　①11：30～　②13：30～

　③15：30～
　小中200円・大人400円

◇日時　11月23日（祝）

　　　午前8時30分開場
◇会場　上越文化会館

　　　　　（大ホール）

◇内容

◇その他

◇問い合わせ
　（盈（）255－25－4103・〔碑5－4105）

麟嚢灘講繊灘灘獲麗灘講一

鰯灘灘鰯繕黙饗
◎12年度の利用予約を12月1日

㈹午前9時から受け付けます。

◇対象　社会教育や青少年教育

　活動を行う小学生以上のおお

　むね5人以上の団体及びサー

　クル

◇経費　1泊1，980円

　（食費3回とタリーニング代）

◇問い合わせ・申込み

　県立青少年研修センター

　　　　　（盈0256－77－2111）

　〒953－0012巻町越前浜5597－1

　　　　　簗醗園、

　薗欝牌編繊灘親轟壌繊遷繍鞍

◇日時　12月11日（土）～12日（日）

◇会場　県立少年自然の家

◇内容楽しいパーティーとう

　どんづく穿）で交流を広げよう

◇対象　小中学生とその親

◇募集人員　100名
◇経費　3，700円（食事代等含む）

◇募集期間　11月18日㈲まで

◇応募方法　電話にて申し込む

◇申し込み及び照会先

　県立少年自然の家

　　　　　（奮0254－46－2224）

　T959－2602

　　北蒲原郡中城町乙大日裏

ピアノ

午前9時演奏開始

管打楽器

午後1時演奏開始

　入場無料

　　上越文化会館

※松代の八王子いちょう祭会場

　多摩御陵入口のバザールB会

　場に変更。ご注意ください。

㌧
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無翼羅漿． 磯駿

泓

　一灘慧薫　琶ハ

　　鷺翻雛幾雛麟翻

　駿選難灘騰盤麟禦

　放送大学では、4月入学の学

生を募集しています。

◇募集期間　12月15日～

　　　　　　　2月15日
◇募集学生・学費

　全科履修生〔入学金〕18，000円

　選科履修生〔入学金〕6，000円

　科目履修生〔入学金〕4，000円

　〔授業料〕1科目（2単位）

　　　　　　　　　9，000円
◇多様な科目

　外国語、心理学、健康科学な

ど幅広い分野の約300科目で構成。

◇問い合わせ・資料請求（無料）

　新潟学習センター

　　　　　（智025－228－2651）

欝鐵塞灘難翻騨覇i鋤

◇11月は「ゆとり創造月間」

　労働省では、11月を「ゆとり

創造月間」と定め、仕事と余暇

のバランスのよい生活実現を広

く呼びかけています。

◇新潟県最低賃金

「しっている？　つもりじゃ

　だめです　最低賃金」

　1日　5，049円

　（時間給の場合1時間632円）

◇問い合わせ

　十日町労働基準監督署

　　　　　（暦0257－52－2079）

　新潟労働条件相談センター

　　　　　（画120－783－404）

　賃金、労働時間や労働条件に

ついての専門家のアドバイスを

15

行っています。気軽にご相談く

ださい。

◇受付時間

　月曜～金曜　午後2時～8時

　土曜　　　　午後1時～6時

國欝越篠盤陵灘園癖園の

　　　　襲i難鑛籔

◎長岡ニュータウン隣ケ）にある

越後丘陵公園が冬季準備のため

12月1日㈱～1月1日㈱の間休
園します。

　1月2日（日）から冬季営業を行

います。冬季間は駐車料金、入

園料、リフト利用料は無料とな

ります。

◇問い合わせ先

　越後公園管理センター

　　　　　（智0258－47－8001）

〒94び2043長岡市宮本東方町1921

欝憩◎翻醗醐欝◎簗寳◎

　　　　麟嚥難

　新潟地方法務局棄欝町支局で

は、管内市町村に本店のあ．る会

社等の印鑑証明書を拶カード式

帥鑑閥接証明方式醤に切替えの

準備をずすめ癒騨ます。

　詳し鱒内容に類隔《は次のと

お纏懲す。

i◇新方式の概要

　会祉・法人の代表者等緯対し

癒「印鑑灘一継ヨを発行します。

奪羨後は、麟請書老／屑畿麟の

揮印は蒸要／とに印鑑癒一隔

馨提欝し《癒ら漆鉱と緯な鱗ま
す。

○対象
　本店及び盤だる事務所を管内

縫お繍《鱒る会縫・法太の代表

者等の印鑑離対象おなります。

○作業國程等

　該婁法太等に塗月中旬から順

次印鑑カー欝交付串請書を郵送

し諜すの癒、帯瞬町支局驚印鑑

藏一欝の交付を受けてもら覇こ

とになります。来年7月6日ま

では従来の方法と併嗣しますが

それ以降は新方式となります。

　詳しい鑑とは、新潟地方法務

局牽瞬町実局に闇い合懸くださ

い。（費025＄9擦囎575〉

灘翻縫難灘麟蘇欝簸
・難爆警繋馨響饗該魏織簸

◎最近の犯罪は、組織的なもの

や薬物による犯罪が増えていま

す。また、こうした事件を解決

するためにも次の点について捜

査にご協力ください。

①「事件かな」と思ったら迷わ

ず近くの交番か安塚署に連絡を！

②不審な人や車を目撃したら、

まず交番か安塚署に連絡を！

③第2第3の犯行を防ぐために

も、被害にあったら届出を！

④指名手配者の情報は、どんな

小さなことでも通報を！

⑤事件が起きた場合、聞き込み

捜査に協力を！

　東頸バスの時刻表がJ　R各社

の改正に伴い、12月4日（土）改正

になPます。時間を確認のうえ

ご利用く．ださい。

　また、まつだい駅前を経由す

るバスは、出発時間を設けて駅

ロータリー内で待機しています。

　より便利になり、みなさんの

ご利用をお待ちしています。

◇問い合わせ

　東頸バス松代営業所まで

　　　　　　　（暦7－2018）

　自家用バスが運賃をとってお

客様を送迎する行為は違反とな

ります。

◇問い合わせ

　日本バス協会へ

　　　　　（暦03－3216－4011）

◇対象
　登録ヘルパーや雇用内定者の

3級課程修了者35名まで
◇会　場　上越総合福祉センター

◇開講日　12月13日（月）

◇締切11月24日㈱
◇問い合わせ

　新潟県社会福祉協議会

　　　　　（智025－281－5524）
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　男　　2，180人　　（一1人）

　女2，239人（一5人）
　計4，419人（一6人）
世帯数1，438世帯（一1世帯）

　出生3人　　死亡4人
　転入4人　　転出9人
　　　（11年10月末日現在）
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ら
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圃匿晦團回
（9月26日～10月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

智・ベアトアルロッド・刈ンダさん

　　（室野・へっけだ）

若山

元気な良い子に（出生）

　　　ナ　オ
仲村菜緒槻博・さおりさん
（儀明・女の子・さぶろうえん）
　　　マサ　ト
南雲　勝人篠　隆・香さん

　（室野・男の子・おきのや）
　　　タクロウ
柳　　拓郎翫　藤雄・栄子さん

　　（滝澤・男の子・むこう）
　　　ショウ　ゴ
本柳　翔梧笠　学・美恵子さん

（松代・男の子・つねさかや〉

ご冥福をお祈りします（死亡）

小堺美之作さん　　　　　82歳

。　　　　（室野・はんぜん）
　　ら若井　一雄さん　　　　　　64歳

　　　　　　（蓬平・かじや）

鈴木　ノブさん　　　　　　78歳

　　　　　　（松代・ぎすけ）

仲村　勝弥さん　　　　　　74歳

　　　　　（儀明・こうじや〉

十日町地域衛生施設組合

　今年4月に発足。松代町を加

えて、十日町市、川西町の1市

2町で新しい斎場を12年度に建

設。今年度、253号沿いに1億3

千万円程で造成及び実施設計。
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